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私たちが普段情報伝達に使っているメディアには、それぞれ特性がある。提供できる情
報量や形態、情報の表現の仕方などメディアを選択する場合には、このような特性と使用
条件や状況を考慮した上で選択を行わなければならない。テーマパークのガイドマップも
使用状況を考慮し、持ち運びに便利な特性を持つ紙が使用されている。しかし、現状のガ
イドマップには、現在地を把握することが難しかったり、必要としている情報が掲載され
ていない場合やガイドに載っている情報でもガイドに掲載された全ての情報を参考しなけ
ればならないため、時間や手間がかかるといった問題がある。
　このような問題は、紙が持つメディアの特性に起因している。そのため、現状のガイド
マップだけで問題を解決することは難しい。そこで紙以外のメディアを同時に提供し、使
用する方法が有効であると考える。複数のメディアを使用することは、提供できる情報量
や表現の幅が広がり、それぞれのメディアの特性を補間し合うことができる。またこのよ
うな場合、単一のメディアのケースだけを考慮するのではなく、複数のメディアの組み合
わせにおけるケースの特性も考慮する必要がある。
　そこで本研究では、テーマパーク内での使用を考え、紙のガイドマップと共に使用する
メディアは持ち運びに便利な携帯電話とした。問題の解決方法として、現在地の把握には
GPSやRFIDなどの位置情報取得の手段を使用し、来園者が必要としている情報を容易
に入手できるようにするには、多くの情報から目的の情報を探すのではなく、キーワード
を元に必要な情報だけを表示する検索サービスを用意し、改善を図る。そして、このよう
な方法が実現できるサンプルを作成し、実証実験を行った。その結果、このような方法は
有効であることが分かった。
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第 1 章

はじめに

私たちが普段情報を伝えるために使用しているメディアには、それぞれ特性が

ある。提供できる情報量や形態、表現方法など、使用する場合は、このような特

性と使用状況を考慮した上で使用するメディアを決定しなければならない。

テーマパークのガイドマップも同様に、パーク内で使用するという条件から持

ち運びに便利な特性を持つ紙が使用されている。このガイドマップは、パーク入

り口で配布され、来園者がパーク内の情報を入手するため気軽に利用されている。

しかし、このガイドマップにはいくつか問題点がある。その一つとして、現在地

を把握するのが難しい点がある。現状のガイドマップは、パーク内の様子をイラ

ストで表現している。そのイラストは、一方向の視点から描かれたものであるた

め、実際の様子が分からない部分がある。そのため、自分の現在地がガイドマッ

プのどの位置に存在しているのが判断できず、どこにいるのか分からなくなって

しまうのである。もう一つの問題としては、来園者が必要としている情報が入手

できない場合がある。来園者が必要としている情報は、特定のグッズを販売して

いるショップやペットボトルが買えるワゴンの場所、アトラクションの混雑状況な

ど様々であり、情報量として大変多い。そのため、現状のガイドマップの掲載量

では、必要としている情報をすべてを掲載することができず、探している情報を

入手することが出来ない場合が発生している。また、希望の商品を販売している

施設自体の情報がガイドマップに掲載されていても、その商品を販売しているの
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か判断する情報が掲載されていないため、実際には見つけることができない状況

も発生している。しかし、現状のガイドマップから情報量を増やすためには、ガ

イドマップ自体のサイズを大きなものに変更するか、情報の密度を上げるしかな

い。ガイドマップのサイズを大きくすることは、持ち運びが不便になることに繋

がり、同様に情報の密度を上げることは、情報が見づらくなる問題が発生してし

まう。また、ガイドマップから目的の場所や情報を探す場合には、ガイドに掲載さ

れている全ての情報を参考にしなければならないため、必要のない情報を確認す

る手間や時間が掛かる。情報の密度を上げることは、さらに多くの情報を参考に

しなければならないため、必要な情報を見つけるまでの時間を増やすことになっ

てしまうのである。このような問題は、紙が持つメディアの特性によるものであ

り、現状のガイドマップだけで問題を解決することは難しいと考えられる。

そこで、このような問題を解決するには紙以外のメディアを同時に提供、使用

する方法が有効である。複数のメディアを使用して情報配信を行うことは、ある

単一の情報であっても、複数のメディアによって伝達することで、それぞれのメ

ディアが持つ長所と短所が相互に補い合って、相乗的な効果を期待することが出

来る。そのため現在、広告を配信する際に複数のメディアを使用して情報配信行

う方法が多く利用されている。例えば、街頭で手に取りやすい紙広告にWebサイ

トのアドレスやQRコード [1]を記載しておくと、興味を持った人が簡単にアクセ

スすることができ、紙媒体だけでは表現できない即時性を持った情報を配信する

ことが可能となるのである。また、テレビコマーシャルからWebサイトへ誘導し、

より多くの情報を提供する方法も利用されている。本研究では、テーマパーク内

での使用を考えて、紙と同様に持ち運びに便利な特性を持つ携帯電話を同時に使

用するメディアとし、現状のガイドマップにある問題の改善方法を提案する。

まず、現在地の把握方法としては、NTTドコモや auなどから販売されている

GPS付き携帯電話 [2][3][4]を使用した位置情報の取得がある。現在、GPS付き携

帯電話の機能には、カーナビゲーション・システムと同様に位置情報の取得や目

的地までのナビゲーションがあり、現在地周辺の情報提供を行う研究 [5][6]も行わ
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れている。しかし、GPSの精度は数メートルから最大で 10メートルの誤差を生じ

るものであり [7]、テーマパークにおいてその誤差は大きい。そのため、使用する

場合はその誤差を考慮しなければならない。また、現在GPS付き携帯電話が普及

し始めているとはいえ、GPSの付いていない携帯電話ではこのサービスを利用す

ることが出来ない。そのため、GPSに対応していない携帯電話を持っている人に

向けた別の方法も用意しなければならない。

そこで、GPSを使用しない位置情報の把握方法 [9][10][11][12][13]として RFID

タグ [15]を使用するものがある。 この方法では、設置した座標が固定され明らか

となっているRFIDタグと通信を行うことによって、GPSよりも精度の高い位置

情報を取得することが可能である。また、情報を受信するには、専用の RFIDア

ダプタを自身の携帯電話に接続し、近くに設置されたタグにかざす動作を行うだ

けで済むため、携帯電話を持っている人であれば使用することができる。そのた

め、パーク入園時にアダプタを配布することで、誰もが使用できる方法とする。

一方、必要としている情報を容易に手に入れる方法として、パーク内の情報を

検索できるシステムを用意する。このシステムを利用することによって、使用者

が必要としている情報をすばやく表示することができ、また提供できる情報を増

やすことが可能である。それと同時に携帯電話の画面の大きさや操作量を考えて、

情報の表示の仕方を工夫する必要がある。

本研究では、以上のような方法を用いれば現状のガイドマップに存在している

問題を改善することが出来るのではないかと考え、これを実現するようなコンテ

ンツを提案する。そして、提案したコンテンツを元に検証のサンプルを作成し、実

際にこれらの方法が効果的であるか検証を行う。
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第 2 章

各メディアに関する特性についての
考察

今回、テーマパーク内で使用するという条件であるため、現状のガイドマップ

と共に使用するメディアを紙と同様に持ち運びに便利な特性を持つ携帯電話とし

た。この章では、まずこの二つのメディアの特性について考察し、それぞれどの

ような情報を提供するのに適しているのか、また、提供する情報をどのように表

示するのが良いのかを分析していく。

2.1 紙面の特性

紙は携帯電話と比べて一度に多くの情報を表示することが出来る特性を持って

いる。携帯電話の場合、画面が小さく、一画面に表示できる情報は限られているた

め、大きな画像や多くの情報を閲覧する場合には、画面をスクロールしたり、リン

クを通して別のページへ移動したりする動作が必要となる。一方、紙の場合大き

さを自由に変更することが出来るため、一度に表示したい情報量を掲載すること

のできるサイズの紙を用意すれば多くの情報を一度に表示することが出来る。そ

のため、パーク内の全体図や施設の一覧を表示するのに紙を使用するのが適して

いると考えられる。
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しかし、この特性は逆にサイズによって掲載できる情報量が制限されてしまう

性質も併せ持っている。そのため、パーク内での使用を考えると、ある程度持ち

運びに便利な大きさの紙を使用しなければならない。同様に、掲載する情報の密

度は見やすい範囲に抑えなければならないため、現状のサイズより大きく変更し

たり、掲載する情報の密度を増やすことは難しいと思われる。また、紙は携帯電

話に比べて、混雑状況など時間ごとに変化する情報を提供することが難しい。そ

のため、ガイドマップではあまり変化しない固定の情報、パーク内の施設名や位

置、施設の内容などを提供するのが良いと考えられる。これらのことから、現状

のガイドマップは紙で提供するのに適している情報を掲載しており、十分に特性

について考慮した上で作成されていることが分かる。同様に現状のガイドマップ

に存在している問題は、紙の特性に起因するものであり、現状のガイドマップだ

けでは問題を改善することは難しい。

2.2 携帯電話の特性

携帯電話には情報量の増加に比例して、操作する量が増える特性を持っている。

この特性は一画面に表示できる情報が限られているため起きている問題であり、長

い文章や大きな画像など一画面に入りきらない情報を表示する場合、何らかの操

作を行わなければならい。そのため、表示する情報量が多い場合は目的の情報を

見つけるまでに多くの操作や時間を必要としなければならない。

そこで、携帯電話の一画面で表示する情報量は、出来るだけ少なくする必要が

ある。今回の場合、表示する情報は検索システムを利用し、使用者が欲しい情報

だけを表示し、また、使用者の必要に応じて詳細な情報を入手できるようにする

ことによって、表示する情報を制限する。同時にこれらのことを注意することは、

よりスムーズに目的の情報を探すことが出来るようになる。

また、携帯電話は紙に比べて情報の更新が容易である。そのため、時間によっ

て変化する情報、アトラクション優先案内券の発券時間やレストランの混雑情報

の提供を行うことができる。この情報を利用すれば、現状では直接目的の施設ま
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で行き状況を確認しなければならなかったが、遠くにある施設の状況が移動せず

に確認することが出来る。

このような携帯電話の特性を利用することによって、現状のガイドマップに存

在している問題である、必要としている情報が掲載されていないことや情報を探

し出すのに時間がかかるという問題を改善することが出来る。また、時間によっ

て変化する混雑状況などの情報を提供することによって、パーク内での行動をよ

り効率的なものに変化させることが出来ると考えられる。
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第 3 章

携帯電話の機能に関する調査

3.1 GPS機能

GPS[14]とは、Global Positioning Systemの略で、人工衛星を利用して自分が

地球上のどこにいるのかを正確に割り出すシステムのことであり、カーナビゲー

ション・システムなどに利用されている。 最近では、GPS付の携帯電話 [2][3]が

発売され、カーナビゲーション・システムと同様に位置情報を取得し、目的地ま

での道案内を行うことが可能となっている。また、GPSの搭載された携帯電話で

あれば、自分の現在位置を相手に知らせたり、逆に友達の位置情報を調べたりす

ることが出来る機能や現在地周辺の施設に関する情報を入手する [18]ことが出来

る。このような機能を利用することにより、テーマパーク内においても現在地を

把握することができ、また友達とはぐれた場合には、自分の居場所を知らせるか、

相手の居場所を調べて合流することができるようになるのではないかと考えられ

る。また、現在地を表示する場合、携帯電話の画面は小さいためパーク全体図を

表示するととても見づらいものになってしまう。そこで、位置情報を表示する場

合はパーク内の一部を表示し、さらにパーク全体の中の位置関係を把握する時に

は、現状のガイドマップを使用してもらうことにより位置を把握する。

しかしGPSを利用することによって問題が改善することは出来るが、使用する

場合には GPS自体の精度を考慮しなければならない。現在、GPSの精度は民生

用に利用が許されている C/Aコードのデータを用いると正確な緯度経度から 10
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メートル以内の誤差が発生する。そのため、カーナビナビゲーションシステムな

どでは、正確な時計を持ち、座標のわかっている固定局でのGPS受信データと移

動GPS受信機のデータとを使用し、精度を高めるDGPSが使用されている。これ

を使用することで誤差は数メートルまで減少することができる。

しかし、テーマパークという限られた範囲の中に多くの施設が存在しているよ

うな場所では数メートルの誤差は大きなものであり、使用する際には地図の表示

方法同様に工夫が必要である。また、GPS付きの携帯電話を持っていない人への

位置情報把握方法も用意しなければならない。

3.2 GPSを使用しない位置情報の取得方法

位置情報を取得する方法として、GPS機能を使わない方法 [9]もある。その一つ

として、NECと明治大学などが共同で行っている研究「RFIDタグを利用した地

域情報配信」[10][11]がある。この研究では、位置情報の取得を商店街の各地に設

置されたRFIDタグを携帯電話で読み込むことによって行っている。以下の図 3.1

は、使用者は専用の RFIDアダプタを携帯電話に差し込み、アダプタを RFIDタ

グにかざすことで自動的に位置情報を取得することができる。それと同時に、地

域情報コミュニティへと自動参加することによって、現在地周辺の特売情報やト

イレの場所などの情報を入手することが可能となっている。また、その情報は地

図上で表現されているため、自分の現在地と対象施設との位置関係が判断するこ

とが可能となっている。
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図 3.1: RFIDリーダを使用した地域情報配信のしくみ

また同様の実験として東京都 ICタグ実行委員会によって行われている「東京ユ

ビキタス計画」[12][16]がある。この研究では、携帯電話ではなく専用の情報端末

を用いて、位置情報の取得と地域情報の配信を行うものである。実証実験が行わ

れたのは東京都銀座地区で、配信する情報としては、地上から地下への誘導、随

時更新される情報の提供、公共交通・施設情報・防災ニュースなど街に関する情

報、銀座の歴史や文化に関する情報などである。さらに同研究内において、観光

案内を目的とした情報配信実験「上野まちナビ」が行われている。この実験では、

上野公園内の各地に ICタグやQRコードなどを設置し、自分の携帯電話で可能な

情報通信手段を用いて、観光ガイドの入手を行った。同様の研究として、浅草で

行われた観光情報提供に関する実証実験 [17]もある。こちらの実験では、外国か

らの旅行者を対象とした多言語での観光情報を提供している。また近年では、同

様の地域情報配信に関する研究 [20][19]も行われている。
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これらの研究では、携帯電話もしくは携帯端末を付近にある RFIDタグにかざ

すという簡単な動作だけで自分の位置情報を取得し、尚且つその周辺に関する情

報を入手することが出来る。そのため、高齢者を中心とした携帯電話の操作に不

慣れな人やGPS付携帯電話を持っていない人にとっては、GPSを使用するよりも

こちらの方法を用いた方が操作が簡単で、分かりやすい場合がある。また、位置

情報の把握方法として、設置した場所の座標が明確であるRFIDタグと通信を行っ

ているため、GPSに比べて精度の高い位置情報を取得することが可能となってい

る。そのため実際にテーマパークで使用する場合には、RFIDアダプタをパーク入

園時に配布するなどして、RFIDタグを誰もが利用できるようにしておく必要が

ある。
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第 4 章

テーマパーク向け携帯電話コンテンツ
の提案

今回提案するコンテンツは、既存のガイドマップと併用することで、現状にあ

る問題点を改善することが出来るものである。来園者は紙のガイドマップと携帯

電話コンテンツを利用することによって、現在地の把握や必要な情報を容易に入

手することが可能となることが想定される。このコンテンツで提供するサービス

は、現在地と周辺施設の案内、施設情報検索システムの二つである。位置情報の

取得方法としては、精度の高さからRFIDを基本的に使用するものとし、GPSに

ついては同様のサービスを行うが使用は推奨しないものとする。そのため、RFID

タグから発信される情報を読み取る専用のアダプタをパーク入園時に配布し、自

身の携帯電話に接続するだけで誰もが使用できるようにする。そして、RFIDタ

グを使用して取得した位置情報を元に、現在地とその周辺施設の情報提供を行う。

周辺施設の情報は、地図上においては施設番号やアイコンで表示し、必要に応じ

て詳細な情報が確認できるようにする。一方、施設情報検索システムでは、施設

名・施設番号・ジャンル・エリアなど様々なキーワードでパーク内にある施設の検

索を行うことができ、来園者が必要としている情報が簡単に入手できるようにす

る。この検索システムでも検索結果の表示画面では、基本的な情報だけを表示し、

必要に応じて詳細な情報、レストランのメニューやショップの取扱商品、施設の外

11



観写真などを確認できるようにする。また、施設の混雑状況など時間によって変

化していく情報の提供もこの検索システムで行う。

4.1 コンテンツの構成

コンテンツ内では、現在地とその周辺施設の案内、施設情報検索システムの二

つのサービスを用意する。

4.1.1 現在地とその周辺施設の案内

来園者が自分の現在地が分からなくなってしまった場合、RFIDタグかGPSを

使用して現在地を地図上に表示することが出来る機能である。RFIDタグを使用す

る場合、情報を受信する専用アダプタをパーク入り口で配布し、携帯電話に接続

するだけで誰もが使用出来るようになる。

そこで、来園者は、現在地の情報を取得するために、専用アダプタを接続した

携帯電話を近くにある RFIDタグにかざす。すると、携帯電話の画面上に現在地

を示した地図が表示され、来園者はその地図を元にガイドマップ上においてパー

ク全体の中の位置を把握することが出来る。それと同時に地図上には周辺施設の

情報をガイドマップと同様に番号とアイコンで示す。使用者はその情報を見るこ

とで、現在地周辺にどのような施設があるのかを知ることが出来る。さらに詳細

な情報を知りたい場合は、その番号かアイコンを選択することによって各施設に

関する詳細な情報が表示される。

4.1.2 施設情報検索システム

このシステムでは、パーク内にある施設を名称や施設番号、アトラクションや

ショップ、レストランといったジャンルや存在しているエリアなどのキーワードを

入力することによって、検索を行うことが出来る。このシステムでは、ガイドマッ

プに掲載されていないワゴンなどの施設も扱うこととする。
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キーワードを入力して検索した施設は、まず基本的な内容と場所だけを結果と

して表示する。さらに詳細な情報を確認したい場合は、各施設名を選択することに

よって表示することが出来る。また、場所の情報として施設の外観写真も提供し、

具体的な場所や施設の様子が分かりづらいものがどのようになっているのか確認

することができる。それぞれ各施設に関して提供する情報は以下の通りである。

＜アトラクション＞

• 形態・内容

• 制限 (年齢・身長など)

• 待ち時間

• ファストパス発券時間

＜レストラン＞

• 形式 (カウンター・テーブル・ビュッフェ)

• プライオリティシーティング (優先案内券)の有無・発券状況

• 現在の混雑状況

＜ショップ＞

• 販売している商品

• お助け商品の取り扱い (切手・煙草・ポケットティッシュなど)

• 特定サービス (宅配・フィルム現像)

このコンテンツでは、情報を調べる方法として、現在地周辺の情報から探す方

法と施設情報検索システムの二つの方法を用意しているが、施設情報検索システ

ムでは、パーク全体から情報を検索したい時に使用し、現在地周辺から目的の施

設を探す場合は RFIDを用いた現在地表示の機能を使用することによって、より

早く目的とする情報を入手することが可能である。
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4.2 インターフェイスデザイン

このコンテンツでは、携帯電話を情報配信の手段として使用するため、画面のサ

イズを考慮し一度に表示する情報はある程度制限したものを表示する。また、操

作量を増やさないために、スクロールをなるべく行わないような画面にする。現

在地と周辺施設の表示には、RFIDタグに携帯電話をかざすことで直接現在地の

マップを表示する。マップ上には番号とアイコンで示した施設の情報を載せ、近

くにどのような施設があるのか確認することが出来るようにする。その際、各エ

リアのシンボルとなる施設を表示し、そこから現在地までの位置をアニメーショ

ンで表示し、エリアのどの場所にいるのかを確認できるようにする。

図 4.1: 現在地表示イメージ

次に、情報検索システムはガイドマップなどにトップページの URLを掲載し、

そこにアクセスすることで使用することが出来る。トップページには、キーワー

ドを入力するフォームを用意し、来園者はそこに調べたい内容を入力、検索を行

うことで調べたい情報を表示することができる。
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図 4.2: メイン画面イメージ

検索結果の画面では、基本的な情報を掲載し、必要に応じて詳細な情報を確認

できるようにリンクを貼っておく。使用者はそのリンクを辿っていくことで目的

の施設に関する詳細な情報を入手することが出来る。

図 4.3: アトラクション画面イメージ
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第 5 章

サンプルを使用した実証実験および
分析

5.1 実証実験の概要

本研究の実証としてサンプルコンテンツを用意し、現状にある問題点が改善さ

れるかどうか実験を行った。提案するコンテンツは、テーマパークで使用するも

のだが、実際にパーク内において実験を行うことは難しいため、今回は PC上で

シミュレーションを行うものとした。実験は、現状のガイドマップだけを使用す

る方法と今回提案したサービスを利用する方法を体験してもらい、問題点が改善

されていると感じられたどうかアンケートを行い、結果を分析する。実験内容は、

一点目として現在位置の把握と周辺施設の理解について、二点目として使用者が

必要としている情報の容易な入手についてそれぞれ現状の方法と新コンテンツの

方法を体験する。

5.2 実証実験の内容と結果

5.2.1 現在地の把握

現在地の把握方法として、現状では自分の今見ている景色とガイドマップを使

用して居場所を把握している。そこで、今回の実験ではパーク内の風景写真を用
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意し、その場所がガイドマップ上のどこに位置しているのかを示してもらった。ま

た、写真は、ガイドマップ上でも確認が出来るシンボルが写っている写真Aとガ

イドマップでは表現されていない場所の写真Bを用意した。

図 5.1: 写真A

図 5.2: 写真B

表5.1:ガイドマップだけを使用して現在地を把握するまでの平均時間 (被験者20人)

実験 1-1　　 写真A 写真B　
平均時間　　 5.8秒 53秒
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この二枚の写真を用いて実験を行ったところ現在地を示すまでの平均時間は表

5.1の通りになった。平均時間を見ると、写真 Bよりも写真 Aの方が少ない時間

で、現在地を示すことが出来ている。そのため、ガイドマップに掲載されている

シンボルのある場所では、ガイドマップだけで現在地を把握することが容易であ

ることが確認できた。また同様に、ガイドでも確認できるシンボルのない場所で

は、似たような外観を持った施設が多数存在しているため、位置を特定するまで

に時間が掛かることも確認することが出来た。そのため、現状のガイドマップで、

現在地を把握することが難しいのは、このようなガイドマップで確認することの

出来るシンボルのない場所に居る場合に発生しているのだと考えられる。

そこで、次の実験ではガイドマップ上で確認することの出来るシンボルのない

写真を用意して行った。そして、その写真と共に携帯電話を使用して現在地を表

示した画面のイメージを提供し、先の実験同様にガイドマップのどの位置にいる

のか示してもらった。提供する携帯電話の画面は、現在地周辺だけを表示したも

のと全体図から現在地周辺を表示するアニメーションを行うものと二つを用意し

た。また、提案するコンテンツではガイドマップと携帯電話コンテンツの併用を

想定しているため、実験を行う際にガイドマップに掲載されている情報も同時に

使用して良いこととした。その結果、平均時間は表 5.2の通りになった。

図 5.3: 現在地表示画面イメージ
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表 5.2: ガイドマップと携帯電話の現在地画面を使用しての平均把握時間 (被験者
20人)

実験 1-2　　 写真C 写真D　
平均時間　　 19.1秒 16.3秒

同様の条件である場所を写した写真 Bの平均時間と比較すると、ガイドマップ

上に位置を示す時間が短くなっていることが分かる。このことから、携帯電話で

現在地を調べ、表示することはガイドマップ上で判断できない場所を特定するの

に、効果があるといえる。また、現在地を表示する方法を二つ用意したが、特に

目立った差は見られなかった。今回のようにガイドマップと併用する場合は現在

地周辺を表示するだけでも位置の特定が出来ると考えられる。

さらに使用者にアンケートを行った結果、シンボルのある場所ではガイドマッ

プだけ使用すれば十分であるが、似たような外観を持つ建物が密集している場所

やガイドマップからでは様子の分からない場所では、ガイドマップと携帯電話を

合わせてを使用した方が分かりやすいという意見が多かった。また、二つの情報

を参照しやすいように、携帯電話の画面でもガイドマップの施設番号を表示して、

共通の目印を用意すると良いという意見もあった。

5.2.2 必要としている情報の取得

現在、来園者が自分の行きたい施設を探す場合、ガイドマップに掲載されてい

る情報だけを利用している。そこで、今回の実験でもガイドマップだけを使用し、

ある施設の場所を確認するまでに掛かる時間を計測した。調べる施設は、パーク

内に数箇所あるチュロスを買えるレストランの中で、現在地から最も近い場所 E

とパーク内に一箇所しかない和風雑貨が買えるショップFを探してもらった。現在

地は、あらかじめ実際の写真と地図で表示し、ガイドマップ上でもその位置を確

認してから実験を行った。

次に、本研究で提案する方法を体験するために、携帯電話用の検索サイトを用
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意した。被験者は、このサイトを利用してガイドマップだけを使用した場合と同

様の施設を調べ、その場所をガイドマップ上に示してもらい、その動作に掛かっ

た時間を計測した。また、本研究で提案する検索システムではキーワード入力で、

情報を調査するため、この実験でもキーワード入力による検索方法を使用しても

らった。以下に示す 5.3のがそれぞれの方法を使用して、場所を特定するまでに掛

かった時間の平均である。

表 5.3: 目的の情報取得までの平均時間 (被験者 20人)

実験 2　　 E(ガイドのみ) F(ガイドのみ)　 E(検索システム) F(検索システム)

平均時間　　 31.2秒 29.5秒 52.7秒 38.6秒　　　　

この結果から、パーク内に一箇所しかないショップを探す場合は、携帯電話を

使用した方が時間が掛からないが、近くにあるレストランを探す場合には現状の

ガイドマップを使用する方法より時間が掛かってしまっていることが確認できる。

この原因として考えられるのは、携帯電話を使用した場合使用者によっては、文

字入力とページを切り替えるのに時間が掛かってしまうためだと思われる。また、

検索結果として表示された情報から、一番近い施設を探さなければならないため、

位置を確認するまでに時間が掛かった原因であると考えられる。

被験者の意見としても、携帯電話の操作に慣れていないと時間が掛かることや

検索結果として表示された情報が多い場合、そこからさらに目的の施設を探すの

が大変である、携帯電話の通信料が気になるといったものがあった。

その原因を改善する方法としては、GPSやRFIDを使用して表示した画面から、

現在地周辺の施設を表示し、情報を参照する範囲を限定するが有効であると考え

られる。そのため、今回実験を行った施設検索システムは、パーク内全体からあ

る特定の施設を探す場合に利用するのが効果的である。
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5.3 実験結果の考察

今回の実証実験の結果から、現在地を把握する際に携帯電話を使用して地図を

表示することは効果があることが分かった。また、携帯電話の画面でもガイドマッ

プに掲載されている施設番号を表示することによって、より早く現在地を把握す

ることができると考えられる。

次に、施設情報検索システムの実験ではパーク全体からある施設を探す場合に

おいては、現状よりも早く情報を入手できることが確認できた。しかし、検索結

果として多くの情報が表示されてしまった時や現在地から一番近い施設を探す時

に、検索結果で表示された施設と現在地を確認しなければならないため時間が掛

かってしまう。そこで前者については、検索結果を表示する方法をさらに見やす

いものに工夫する必要がある。また、後者については現在地情報から近隣施設を

調べることが出来るようにし、さらに表示する情報を使用者が指定できるように

すると時間を掛けずに目的の施設を探すことができるのではないかと思われる。
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第 6 章

終わりに

6.1 結論

本研究では、現状のガイドマップに存在している問題を改善するコンテンツを

提案した。そして、提案したコンテンツを元に検証用のサンプルを作成し、実際

にこれらの方法が効果的であるか検証を行った。その結果、現在地の表示や情報

検索システムの提供することは問題点を改善するのに効果があることが分かった。

また、実際にテーマパークにてGPSやRFIDを使用した現在地の取得や現在地周

辺の施設情報の提供、施設情報検索システムの実験を行うことにより、この方法

が効果的であるか、また実際の使用場面での問題点などが判明すると思われる。

6.2 今後の展望

今後の展望としては、このような複数のメディアを使用したコンテンツがもっ

と一般的に利用され、テーマパーク以外の場所、複合商業施設の案内やある特定

地区のタウンガイドなど別の場所での応用が期待される。また、本研究では紙と

携帯電話という組み合わせで情報の提供を行ったが、これ以外の様々なメディア

を組み合わせた新しい情報提供の形が増えていくことが予想され、ますますメディ

アの特性が重要な働きを持ってくると思われる。
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